高齢者福祉施設における
福祉避難所

運営マニュアル
福祉避難所名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　本運営マニュアルについては、各施設で個別に運営マニュアルを作成するに当たっての一助となるよう作成したものであり、各施設の特性に応じて、個別に運営マニュアルを作成してください。
１　福祉避難所とは
避難生活において、特別な配慮を必要とする方を対象とする避難所です。

災害時に、避難所での生活が著しく困難となった方を受け入れる、二次的な避難所として位置付けられ、災害発生後３日目を目途に施設の被災状況等を踏まえ、運営体制が整った施設から順次開設します。

２　対象となる方

要介護高齢者など、避難所生活において特別な配慮を必要とする方（以下「要援護者」という）とその介護者等で、在宅の方を対象にしています。特別養護老人ホームと老人デイサービスセンターについては、一般社団法人相模原市高齢者福祉施設協議会と相模原市が締結した「災害時における要援護高齢者等の受入れに関する協定書」に基づき、特別な配慮を必要とする高齢者とその介護者等を対象にしています。

ただし、福祉避難所に位置付けられた施設については、普段からの入所者・通所者（以下「利用者」という）がいるため、対象となる方全員を受け入れることは困難であり、より必要性の高い方から、順次避難していただくこととなります。

３　平常時からの準備

災害対策については、平常時からの準備が重要です。平常時から、責任者の選任をはじめとした職員体制の整備、食料品等の備蓄や要援護者とその介護者等の受け入れスペースの設定など、準備を行ってください。

また、災害発生時に停電になっても対応できるよう、各施設で作成した運営マニュアルを印刷しておきます※１。

さらに、定期的に訓練を行い、災害発生時に混乱することがないよう、準備をしておく必要があります。

※１　災害発生時には混乱することが予測されるため、本マニュアルの印刷は視認性を考慮し、できるだけＡ３などで印刷してください。併せて、必要なときに確認できるよう、各職員が保管してください。
責任者選任表

作成日：　　　　年　　月　　日

	特別養護老人ホーム名
	

	福祉避難所開設責任者
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	食料・生活必需品管理責任者
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	健康管理・防疫責任者
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	関係機関等連絡調整責任者
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	生活相談等責任者
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	
	氏　名
	

	
	連絡先
	

	
	氏　名
	

	
	連絡先
	


災害発生時の組織図

作成日：　　　　年　　月　　日
	


※　組織図を作成し、災害時における指揮命令系統と各職員の役割を明確化してください。既存のものがある場合、それを添付していただいても構いません。
職員招集のための緊急連絡網

作成日：　　　　年　　月　　日
	


※　既存のものがある場合、それを添付していただいても構いません。

要援護者の受入上限数
	合　　計
	人


要援護者の受入上限　内訳（要介護状態区分別）

	要介護５
	人
	要介護４
	人

	要介護３
	人


要援護者の受入上限数（性別）

	男　　性
	人
	女　　性
	人


※　施設の状況に合わせて、要援護者の受入上限　内訳（要介護状態区分別）と要援護者の受入上限数（性別）のいずれか又は両方を記入ください。

要援護者とその介護者等の避難所からの移送車両

	ナンバー
	

	車種
	


	ナンバー
	

	車種
	


	ナンバー
	

	車種
	


要援護者とその介護者等の受入スペース（見取り図）

	


※　受入スペースの設定については、介護や見守りのしやすさ、プライバシーの保護に配慮してください。
食料品関係備蓄状況（入所者用）

	品目
	備蓄数
	予測消費量／日
	最低備蓄数

※１
	／

１日目
	／

２日目
	／

３日目
	／

４日目
	／

５日目
	／

６日目
	／

７日目
	備蓄場所

	アルファ米
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	乾パン
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	飲料水
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	サバイバルフーズ
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	介護食
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	食器セット
	人分
	人分
	人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


※　事前に備蓄数等を確認しておくとともに、災害発生時には１日１回は備蓄状況を確認し、足りなくなる恐れがあれば発注してください。

※　施設の状況に応じて、備蓄品を加除修正してください。また、欄が足りなければ、用紙を追加してください。

※１　最低備蓄数とは、発注から納品の間までに備蓄がなくならない数のことです。備蓄数がこの数を下回らないよう、発注してください。

生活資材関係備蓄状況（入所者用）

	品目
	備蓄数
	予測消費量／日
	最低備蓄数

※１
	／

１日目
	／

２日目
	／

３日目
	／

４日目
	／

５日目
	／

６日目
	／

７日目
	備蓄場所

	毛布
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	トイレットペーパー
	個
	個
	個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	

	敷きシート
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	紙おむつ
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	応急手当用救急箱
	箱
	箱
	箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	

	マットレス
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	車椅子
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	担架
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	歩行補助杖
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	ポリ袋
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	ビニールシート
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	カイロ
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	カセットコンロ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	マスク
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	清拭剤
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


※　事前に備蓄数等を確認しておくとともに、災害発生時には１日１回は備蓄状況を確認し、足りなくなる恐れがあれば発注してください。

※　施設の状況に応じて、備蓄品を加除修正してください。また、欄が足りなければ、用紙を追加してください。

※１　最低備蓄数とは、発注から納品の間までに備蓄がなくならない数のことです。備蓄数がこの数を下回らないよう、発注してください。
その他備蓄状況（入所者用）

	品目
	備蓄数
	予測消費量／日
	最低備蓄数

※１
	／

１日目
	／

２日目
	／

３日目
	／

４日目
	／

５日目
	／

６日目
	／

７日目
	備蓄場所

	ポータブルトイレ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	パーテーション
	脚
	脚
	脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	

	ホワイトボード
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	薬品
	回分
	回分
	回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	

	ラジオ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	乾電池
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	懐中電灯
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	ランタン
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	ストーブ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


※　事前に備蓄数等を確認しておくとともに、災害発生時には１日１回は備蓄状況を確認し、足りなくなる恐れがあれば発注してください。

※　施設の状況に応じて、備蓄品を加除修正してください。また、欄が足りなければ、用紙を追加してください。

※１　最低備蓄数とは、発注から納品の間までに備蓄がなくならない数のことです。備蓄数がこの数を下回らないよう、発注してください。

食料品関係備蓄状況（要援護者とその介護者等用）

	品目
	備蓄数
	予測消費量／日
	最低備蓄数

※１
	／

１日目
	／

２日目
	／

３日目
	／

４日目
	／

５日目
	／

６日目
	／

７日目
	備蓄場所

	アルファ米
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	乾パン
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	飲料水
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	サバイバルフーズ
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	介護食
	食
	食
	食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	残

食
	

	食器セット
	人分
	人分
	人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	残

人分
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


※　事前に備蓄数等を確認しておくとともに、災害発生時には１日１回は備蓄状況を確認し、足りなくなる恐れがあれば発注してください。

※　施設の状況に応じて、備蓄品を加除修正してください。また、欄が足りなければ、用紙を追加してください。

※　入所者用の在庫と兼ねることのできる物品については、兼用していただいて構いません。

※１　最低備蓄数とは、発注から納品の間までに備蓄がなくならない数のことです。備蓄数がこの数を下回らないよう、発注してください。

生活資材関係備蓄状況（要援護者とその介護者等用）

	品目
	備蓄数
	予測消費量／日
	最低備蓄数

※１
	／

１日目
	／

２日目
	／

３日目
	／

４日目
	／

５日目
	／

６日目
	／

７日目
	備蓄場所

	毛布
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	トイレットペーパー
	個
	個
	個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	残

個
	

	敷きシート
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	紙おむつ
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	応急手当用救急箱
	箱
	箱
	箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	残

箱
	

	マットレス
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	車椅子
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	担架
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	歩行補助杖
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	ポリ袋
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	ビニールシート
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	カイロ
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	カセットコンロ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	マスク
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	清拭剤
	枚
	枚
	枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	残

枚
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


※　事前に備蓄数等を確認しておくとともに、災害発生時には１日１回は備蓄状況を確認し、足りなくなる恐れがあれば発注してください。

※　施設の状況に応じて、備蓄品を加除修正してください。また、欄が足りなければ、用紙を追加してください。

※　入所者用の在庫と兼ねることのできる物品については、兼用していただいて構いません。

※１　最低備蓄数とは、発注から納品の間までに備蓄がなくならない数のことです。備蓄数がこの数を下回らないよう、発注してください。
その他備蓄状況（要援護者とその介護者等用）

	品目
	備蓄数
	予測消費量／日
	最低備蓄数

※１
	／

１日目
	／

２日目
	／

３日目
	／

４日目
	／

５日目
	／

６日目
	／

７日目
	備蓄場所

	ポータブルトイレ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	パーテーション
	脚
	脚
	脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	残

脚
	

	ホワイトボード
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	薬品
	回分
	回分
	回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	残

回分
	

	ラジオ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	乾電池
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	懐中電灯
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	ランタン
	本
	本
	本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	残

本
	

	ストーブ
	台
	台
	台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	残

台
	

	
	
	
	
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	残
	


※　事前に備蓄数等を確認しておくとともに、災害発生時には１日１回は備蓄状況を確認し、足りなくなる恐れがあれば発注してください。

※　施設の状況に応じて、備蓄品を加除修正してください。また、欄が足りなければ、用紙を追加してください。

※　入所者用の在庫と兼ねることのできる物品については、兼用していただいて構いません。

※１　最低備蓄数とは、発注から納品の間までに備蓄がなくならない数のことです。備蓄数がこの数を下回らないよう、発注してください。
関係施設、事業所及び機関の連絡先並びに経路等
	関係施設等名称
	

	連絡先
	

	住所
	

	経路
	同一法人の施設や事業所、関係医療機関等への経路を記載してください。経路の設定に当たっては、比較的道路幅の広い道路は大規模災害時に通行規制になる可能性があること、沿道に街路樹や古民家が多い道路はそれらが倒壊し通行できなくなる可能性があること、急傾斜地では崩落により通行止めになる可能性があることなどを勘案するとともに、これらに伴う通行の危険性についても勘案してください。

	
	


※　用紙が足りなければ、適宜追加してください。
その他関係機関の連絡先

区本部：（　　　　　　　）区役所　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　
現地対策班：（　　　　　　）まちづくりセンター、公民館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　
最寄りの避難所：（　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　
相模原市役所（代表）　　　　　　電話：０４２－７５４－１１１１
（　　　　　　　）消防署　　　　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　）警察署　　　　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　
災害ボランティアセンター　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image12.wmf]
災害用伝言ダイヤル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音：１７１＋１＋使用する電話電話番号

再生：１７１＋２＋使用する電話電話番号

電気：東京電力神奈川カスタマーセンター（第二）　　　　電話：０１２０－９９－５７７６

ガス：東京ガスお客様センター　　　　　　　　　　　　　　　　電話：０４２－７４２－６７２１

水道：相模原水道営業所（中央区と緑区の一部）　　　　電話：０４２－７５５－１１３２

相模原南水道営業所（南区）　　　　　　　　　　　　　電話：０４２－７４５－１１１１

津久井水道営業所（緑区の一部）　　　　　　　　　　電話：０４２－７８４－４８２２

※　上記関係機関については、必要に応じて、「関係施設、事業所及び機関の連絡先並びに経路等」を作成し、事前に経路を確認してください。

４　災害発生時の対応

災害が発生した場合における主な対応は以下のとおりです。

なお、要援護者・利用者の人数や介護の必要性などにより、必要物品の品目や担当者数の増減、生活のスペースなどの変更が必要になる場合があるので、その状況について常に把握するとともに、必要に応じて適切に対処してください。
	対応
	資料

	利用者と職員を安全な場所へ避難させてください。
	

	建物やライフラインの被災状況を確認し、危険な場所には近づかないようにしてください（大規模地震により建物の耐久性が低下している場合があるので、余震の規模によっては、再度、確認が必要です。）。
	・　「安全確認チェックリスト＜低層・ラーメン構造のＲＣ・ＳＲＣ造＞」　一式、または、「安全確認チェックリスト＜中高層・ラーメン構造のＲＣ・ＳＲＣ造＞」　一式
・　ライフラインの状況

	職員の安否や参集状況を確認してください。
	・　職員参集状況　一式

	被災状況や運営状況等を踏まえ、福祉避難所開設に向けた準備を進めるとともに、被害状況や開設予定を市に対して報告してください。
	・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所状況報告書（様式福－１）

	災害発生後３日目を目途に福祉避難所を開設してください。
	

	要援護者とその介護者等の受け入れについて高齢政策課と連絡を密に取ってください。
	・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所　避難者受入依頼書兼報告書（様式福－３）

	避難所担当職員などと協力し、要援護者とその介護者等を受け入れてください。
	

	市に対して、要援護者とその介護者等を受け入れた報告をしてください。
	・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所　避難者受入依頼書兼報告書（様式福－３）

	要援護者とその介護者等の受入後、「避難者（要援護者とその介護者等）名簿」を作成・掲示するとともに、市に対して報告してください。
	・　避難者（要援護者とその介護者等）名簿

・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所　避難者名簿（様式福－４）

	各所にルールを掲示するとともに、要援護者とその介護者等に説明してください。
	・　福祉避難所全体のルールや共同生活上のルールなど　一式

	物資等の要請を行うため、１日に１回は備蓄数を管理してください。
	・　食料品関係備蓄状況（入所者用）など　一式

	必要に応じて、市に対して応援職員や物資等の要請を行ってください。
	・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所食料関係供給依頼調査票（様式福－５）

・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所物資供給依頼調査票（様式福－６）

・　市との連絡に用いる様式集　福祉避難所人材派遣依頼書（様式福－７）


イメージ図【福祉避難所開設の流れ】

[image: image13.emf] 
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安全確認チェックリスト＜低層・ラーメン構造のＲＣ・ＳＲＣ造＞
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注１　低層とは３階建て以下の建物のこと、ラーメン構造とは柱と梁が一体化した構造のことです。
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安全確認チェックリスト＜中高層・ラーメン構造のＲＣ・ＳＲＣ造＞
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注１　中高層とは４階建て以上の建物のこと、ラーメン構造とは柱と梁が一体化した構造のことです。
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上記以外の構造については、「大規模地震発生直後における施設管理者等による建物の緊急点検に係る指針（平成２７年２月内閣府（防災担当））」をご覧ください（http://www.bousai.go.jp/jishin/kitakukonnan/kinkyuutenken_shishin/index.html）。
○相模原市災害対策本部（災害時要援護者支援班）


健康福祉局保険高齢部高齢政策課


住所：相模原市中央区富士見６－１－２０


FAX：０４２－７５２－５６１６


要援護者の受け入れなど、要援護者に関すること


電話：０４２－７６９－８３５４


やむを得ない措置による定員の超過など、介護報酬や介護保険法の指定に関する届け出に関すること


電話：０４２－７０７－７０４６





�





�





①被害状況等の連絡





様式


福-1





必要に応じて状況確認





②開設要請





様式


福-2





市災害対策本部





災害時要援護者支援班


（本庁）





福 祉 避 難 所





・利用者の安全確保


・被災状況の確認


・ライフラインの確認


・不足物資等の確認


・不足人員の確認


・想定受入可能人数の確認








③受諾








